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○総合計画における位置付け等

躍動し　魅力あふれる交流拠点都市をめざして

（平成15年4月1日現在人口）

13,288

23,015

（４）施策に要している人員

５　必要性…市民ニーズに合っているか、行政需要の変化に対応しているか

指標３

４　評価指標

5.97

円／人……人口は、

この施策の市民一人当たり事業費は、全１２３施策のうち、第

（３）全施策中の順位（事業費）

1,212

40

万人とした。

平成１５年度　施策評価表

３　総事業費及び人員

基本目標

政策名
（章）

第２章　質の高い都市基盤の整備を進めます

施策コード

第５節　河川の整備

平成15年　6月　5日記入

山 口 英 雄

千円……構成事務事業全体の事業費合計（人件費含む）

（１）施策に要している総事業費

746,689

（２）　市民１人当りの事業費

人……構成事務事業全体の人員合計

１　施策の概要・目的

指標１

指標２

河川改修率によ
り、治水対策の進
捗状況を表す

　台風や集中豪雨により発生する浸水被害を防止し、市民の生命や財産を守ることは必要不可欠な施策である。

32510

河川改修率
改修済延長÷改修計画延長×１００
１３,２８８ｍ÷２３,０１５m×１００

  浸水被害の解消と未然防止を図り、市民生活の安全性を確保するとともに、河川環境に配慮した改修事業を一級
河川道保川や準用河川鳩川・八瀬川等で推進する。

現状値と目標値指標名および指標式 指標の意図

基本施策名
（節名）

課　長　名施　策　名 治水対策の推進

　県と協定を締結し進めている一級河川鳩川の姥川合流点から鳩川分水路までの区間は、平成１３年に護岸改修が
完了し治水安全度が向上した。また、一級河川道保川と準用河川鳩川や八瀬川は、国庫補助で改修事業を推進し
ている。

現状

目標

現状

目標

現状

目標

評価担当課

河川整備課

土木部

Ⅲ



説明

説明

７　効率性…費用対効果が優れているか、もっと大きな効果が得られるものはないか

説明及び具体的内容
　浸水被害の解消と未然の防止を図り、市民の生命や財産を守る河川改
修事業の成果は上がっているが、未改修の流域では沿川の水害を防止
するため、下水道の流出抑制を行わなければならない状況であり、依然と
して浸水被害が発生している｡そのため、今後は下水道事業の投資効果
を早期に発現させ、市民生活の安全を確保するために、河川改修事業の
拡充を望むものである｡

９　課　　題…施策を実現するにあたり、課題となっていること等

今後の方向
１０　今後の方向性（一次評価）

　河川改修事業は、河川断面の拡大に伴い用地取得と物件補償を行った後、安全な流路を確保するための護岸を
築造するため事業費が莫大になっているが、市民生活の安全性を確保する上で必要不可欠な事業である。

６　有効性…期待される効果があがっているか

　改修が完了した区間では水害の不安が解消されたため、沿川住民から安心して生活できると喜ばれており、改修
事業の効果は上がっているが、未改修流域では依然として浸水被害が発生しているため、改修の促進が望まれてい
る。

　改修事業延長が長く、事業用地の取得後に橋の架け替えを含む護岸工事を行うなど事業規模が大きいため、事業
期間が長くなっている。また、近年の局地的な集中豪雨が各地で発生しており、治水対策の推進が望まれている。

Ｂ

Ｃ

見直し

市民の安全・財産を守るため、早期に必要箇所について整備を行うべきである。

８　市民満足度調査結果からの分析（平成１５年度調査）

拡充する

現状維持する

１２　外部意見

１１　２次評価

Ａ

◆この施策の満足度は、3.200で、調査した51施策の中で
23番目です。
◆この施策の重要度は、3.844で、調査した51施策の中で
29番目です。

◇年齢別にみると、満足度及び重要度ともに60歳代以上
で高くなっています。50歳代以下の層は、互いに類似した
評価をしている様子がうかがえます。

市民満足度調査 （◆は施策の平均）
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市民満足度調査は、基本施策５１項目（節）について調査して
います。したがって、上位の基本施策が同じ場合は同じ内容
となっています。　（「○総合計画における位置付け等」参照）
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228,589 1.40　　　補助事業であるため事業評価は行ってない 事業中 1

10,894 0.80　　　補助事業であるため事業評価は行ってない 事業中 2

40,631 0.90　　　補助事業であるため事業評価は行ってない 事業中 3

381,118 2.30　　　補助事業であるため事業評価は行ってない 事業中 4

15 805 0.01 AAA A A A A A 継続 5

14 45,065 0.01 AAA A A A A B A 完了 6

14 2,430 0.01 AA A A A A B A 継続 7

14 15,381 0.01 AA A A B A B A 継続 8

14 20,370 0.50 ＡＡ A A Ｂ Ａ Ｂ A 継続 9

14 1,406 0.03 Ａ A Ｂ A Ａ Ａ A 継続 10

合計 10 746,689 5.97
千円 人

河川整備課

河川整備課
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河川整備課

河川整備課

河川整備課

河川整備課

河川整備課

河川整備課

平成15年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、公平性

構成事務事業一覧

平成14年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、代替性、満足度

姥川都市下水路改修事業

準用河川八瀬川改修事業

一級河川鳩川・道保川改修事
業

河川安全施設整備費

水位観測施設管理費

河川台帳管理システム整備
事業

河川資源循環活用検討経費

準用河川鳩川改修事業 河川整備課

事務事業

河川維持補修費

河川維持管理費

事務事業名

施策名 治水対策の推進

決算額
(千円）

人員
（人）

施策コード 32510

担当課
評価
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評価の概要
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